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こ
の
画
家
の
名
前
を
ご
存
知
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ら
、
余
程
の
勉
強
家
か
、
正
常
な
「
教
養
の
高
い
美

術
好
き
」
の
域
を
通
り
越
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
！
（
異
常
な
方
!?
）

　

岡
村
政
子
は
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
生
れ
、
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
、
工
部
美
術
学
校
の
第
一
期
生
と

し
て
入
学
、（
そ
の
後
、
中
退
）
ま
た
、
ニ
コ
ラ
イ
神
学
校
に
も
学
ん
で
い
る
の
で
、「
山
下
り
ん
」
の
よ
う
な

聖
像
画
家
か
と
い
う
と
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
無
さ
そ
う
で
あ
る
。

　

現
在
、
残
っ
て
い
る
作
品
は
非
常
に
少
な
い
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
、
本
作
品
は
大
変
貴
重
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
皆
さ
ん
ご
覧
に
な
っ
て
、
仲
々
の
腕
前
と
思
い
ま
せ
ん
か
！

松
尾
陽
作
（
千
葉
県
我
孫
子
市
）

岡
村
政
子
《
木
靴
を
履
い
た
西
洋
婦
人
》

明
治
の
時
代
に
「
女
性
水
彩
画
家
」
が
居
た
と
は
！

岡村政子（おかむら・まさこ／ 1858 − 1936 年）
信濃生れ。ロシア正教会に学ぶ。1876 年工部美術学校入学、フォンタネー
ジに師事。石版印刷技術を学ぶ。78 年中退。夫は石版版下画家・岡村竹四郎。
美人画、風俗画を制作。女流石版画家のパイオニアの一人。1936年没、78歳。

岡村政子《 木靴を履いた西洋婦人 》
水彩・紙　34.5 × 15.5cm　1900 年頃

Okamura Masako  A Western Woman with Her Sabots



15 14

　
『
浅
井
忠
画
集
』
に
あ
る
《
加
茂
川
風
景
》（
一
九
〇
五
年
／
明
治
三
八
年
頃
制
作
）
に
よ
く
似
た
色
づ
か
い
。

　

こ
の
絵
の
元
所
有
者
は
、
慧
眼
と
、
独
自
の
見
識
を
備
え
て
お
ら
れ
て
名
高
い
某
氏
（
故
人
）。
そ
の
後
、
未

亡
人
が
受
け
継
が
れ
た
こ
の
作
品
、
更
に
縁
あ
っ
て
、
近
年
、
私
の
許
へ
。

　

か
く
申
す
私
、己
の
分
際
も
わ
き
ま
え
ず「
日
本
水
彩
画
」の
コ
レ
ク
タ
ー（
勿
論
、最
末
席
の
）を
任
じ
て
お
り
、

そ
ん
な
当
方
と
い
た
し
ま
し
て
は
こ
の
作
品
を
入
手
出
来
た
こ
と
、
大
変
幸
せ
！松

尾
陽
作
（
千
葉
県
我
孫
子
市
）

浅
井　

忠
《
さ
く
ら
》

浅
井
の
亡
く
な
る
二
年
位
前
の
京
都
の
「
加
茂
川
風
景
」
か
！

浅井　忠（あさい・ちゅう／ 1856 − 1907 年）
江戸生れ。1876 年彰技堂で学び、同年工部美術学校に入学。78 年十一会を結成。89
年明治美術会創立に参加。98 年東京美術学校教授。1900 − 02 年渡欧。02 年京都
高等工芸学校主席教授。03 年聖護院洋画研究所創設。関西美術院長。京都で没、51 歳。

浅井　忠《 さくら 》
水彩・紙　13.7 × 23.4cm　1905 年

Asai Chu  Cherry Blossoms
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文
展
入
選
の
《
氷
す
べ
り
》
で
名
高
い
が
、
そ
の
後
（
画
業
の
中
期
以
降
）
は
、
官
展
と
は
絶
縁
。
孤
高
の

道
を
歩
ん
だ
。

　

金
山
は
作
品
の
数
も
少
な
い
（
か
つ
高
価
）。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
小
さ
な
水
彩
画
で
は
あ
る
が
、
こ
の
絵
を
入
手
出
来
た
の
は
幸
せ
！

松
尾
陽
作
（
千
葉
県
我
孫
子
市
）

金
山
平
三
《
樹
》

金
山
は
、
や
は
り
、
孤
高
の
「
樹
」
！

金山平三（かなやま・へいぞう／ 1883 − 1964 年）
神戸市生れ。1909 年東京美術学校西洋画科卒。12 − 15 年渡欧。16 年文
展に初入選、特選。17 年文展で特選。44 年帝室技芸員。57 年日本芸術院
会員。東京で没、80 歳。

金山平三《 樹 》
水彩・紙　24.3 × 16.0cm　1915 年頃

Kanayama Heizo  Trees
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後
藤
工
志
は
、
一
般
的
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
三
六
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、

世
に
出
回
っ
て
い
る
作
品
の
数
が
少
な
い
ゆ
え
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
水
彩
画
の
名
手
。
各
地
の
美
術
館
で
催
さ
れ
る
「
日
本
の
水
彩
画
展
」
に
は
欠
か
せ
な
い

画
家
で
は
あ
る
が
、
必
ず
と
言
っ
て
良
い
程
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
所
蔵
の
《
相
州
真
鶴
附
近
風
景
》
が
出

品
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
絵
も
東
近
美
の
も
の
と
同
寸
法
、
そ
れ
に
こ
の
水
彩
画
の
裏
面
に
タ
イ
ト
ル
と
共
に
「
相

州
秦
野
」
と
、
鉛
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。

松
尾
陽
作
（
千
葉
県
我
孫
子
市
）

後
藤
工
志
《
柿か

き

日び
よ
り和

》

「
相
州
」
と
は
古
風
な
！　

三
六
歳
の
若
さ
で
夭
折
の
水
彩
画
家
。

後藤工志（ごとう・こうし／ 1893 − 1929 年）
東京生れ。1908 年日本水彩画研究所で学ぶ。11 年太平洋画会展、文展に
入選。13 年日本水彩画会の創立に参加。14 年光風会展に出品。16、17
年今村奨励賞、18 年光風会会員。28 年帝展に水彩で特選。29 年没、36 歳。

後藤工志《 柿日和 》
水彩・紙　37.2 × 53.2cm　1920 年頃

Goto Koshi  A Good Day for Persimmons



21 20

　

三
宅
は
少
年
の
頃
（
明
治
期
）
来
日
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
画
家
、
ジ
ョ
ン
・
ヴ
ァ
ー
レ
イ
の
水
彩
画
の
展
覧
会

を
観
て
「
俺
も
画
家
に
な
ろ
う
、
そ
れ
も
水・

・

・

・

彩
画
家
に
な
ろ
う
！
」
と
堅
く
決
意
し
た
、
と
自
伝
『
思
い
出
づ

る
ま
ま
』
に
記
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
水
彩
画
は
一
般
論
と
し
て
は
、
脱
色
退
色
し
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
乍な

が

ら
、
こ
の

絵
は
大
き
さ
も
大
き
く
、
か
つ
描
い
て
一
〇
〇
年
以
上
（
推
定
）
経
っ
て
い
る
の
に
色
鮮
や
か
！

　

そ
の
筆
触
と
い
い
、
色
づ
か
い
と
い
い
、
水
彩
画
の
良
さ
を
十
分
に
出
し
て
い
る
「
傑
作
」
を
入
手
出
来
た

と
一
人
、
悦
に
入
っ
て
い
る
次
第
！

松
尾
陽
作
（
千
葉
県
我
孫
子
市
）

三
宅
克
己
《
湯
ヶ
島
》

一
〇
〇
年
（
推
定
）
前
の
水
彩
画
、
今
で
も
色
、
鮮
や
か
！

三宅克己（みやけ・こっき／ 1874 − 1954 年）
徳島市生れ。大野幸彦（改姓前は曾山幸彦）、原田直次郎に師事。1897、98
年渡米、渡欧。99 年白馬会会員。1908、09 年文展で三等賞。12 年光風会
創立会員。15 年文展二等賞。51 年日本芸術院賞恩賜賞。真鶴で没、80 歳。

三宅克己《 湯ヶ島 》
水彩・紙　53.5 × 72.8cm　1908 年頃

Miyake Kokki  Yugashima
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こ
の
道
に
詳
し
い
勉
強
家
の
人
で
さ
え
、
こ
の
「
小
山
周
次
」
の
名
前
を
ご
存
知
の
方
は
少
な
い
の
で
は
な

い
か
！　

ま
し
て
や
、
同
氏
の
絵
（
作
品
）
を
見
る
の
は
、
初
め
て
と
い
う
方
が
多
い
の
で
は
…
…
。
第
一
法

規
出
版
の
『
日
本
の
水
彩
画
』
の
第
二
巻
に
は
、
こ
の
「
小
山
周
次
」
が
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。（
第
一
巻

は
「
大
下
藤
次
郎
」）　

　

先
年
、
た
ま
た
ま
こ
の
色
鮮
や
か
な
水
彩
画
を
発
見
！

　

描
写
力
、
色
彩
感
覚
と
も
に
な
か
な
か
の
も
の
と
、
皆
様
、
お
思
い
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

松
尾
陽
作
（
千
葉
県
我
孫
子
市
）

小
山
周
次
《
井
之
頭
池
》

井
の
頭
公
園
も
、
こ
と
し
（
二
〇
一
七
年
）
で
開
園
し
て
、
ち
ょ
う
ど
、
一
〇
〇
周
年
。

小山周次（こやま・しゅうじ／ 1885 − 1967 年）
長野県小諸生れ。1900 年小諸義塾で島崎藤村、三宅克己に学ぶ。02 年丸
山晩霞に師事。10 年日本水彩画研究所入所、11 年幹事。13 年日本水彩画
会の創立に参加。評議員。17 年より二科展に出品。東京で没、82 歳。

小山周次《 井之頭池 》
水彩・紙　37.5 × 55.0cm　1935 年頃

Koyama Shuji  Inogashira Pond
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デ
ッ
サ
ン
と
水
彩
が
表
裏
に
な
っ
て
い
る
桜
。
横
浜
大
岡
川
の
観
桜
を
何
よ
り
の
楽
し
み
と
し
て
い
る
私
に

と
っ
て
何
よ
り
惹
か
れ
る
モ
チ
ー
フ
で
し
た
。

　

デ
ッ
サ
ン
に
は
「
青
木
繁
作
た
る
を
証
明
す　

坂
本
繁
二
郎
」
の
識
が
あ
り
、
作
画
さ
れ
た
の
が
「
青
木　

奇
跡
の
一
九
〇
四
年
」
と
推
定
さ
れ
る
と
い
う
の
も
魅
力
的
で
し
た
。

　

二
人
の
ミ
ド
ル
マ
ン
と
し
て
の
梅
野
満
雄
氏
の
青
樹
社
売
り
立
て
カ
タ
ロ
グ
で
は
水
彩
画
面
の
み
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
し
、
一
九
七
二
年
、
東
京
と
久
留
米
で
の
生
誕
九
〇
年
記
念
展
に
も
ト
リ
ミ
ン
グ
さ
れ
た
水
彩
の
み

の
写
真
が
出
品
番
号
一
四
四
と
し
て
図
録
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
作
品
は
表
裏
を
見
る
こ
と
で
評
価
に
お
け
る
技
法
の
意
味
や
画
家
を
め
ぐ
る
人
間
関
係
等
を
ま
さ
に
身

を
も
っ
て
語
る
絵
画
史
と
な
り
ま
す
。

横
山
俊
樹
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

青
木　

繁
《
桜
》

桜

青木　繁（あおき・しげる／ 1882 − 1911 年）
福岡県久留米市生れ。1899 年上京、不同舎で小山正太郎に師事。1903 年
第 1 回白馬会賞。04 年東京美術学校西洋画科卒。07 年東京府勧業博覧会
で三等賞。08 年九州を放浪。福岡市で没、28 歳。

青木　繁《 桜 》
（１）鉛筆デッサン・紙　18.6 × 11.0cm　1904 年
（２）水彩・紙　18.6 × 11.0cm　1904 年

Aoki Shigeru  Cherry Trees

（１） （２）



27 26

　

病
魔
に
侵
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
？　

落
ち
窪
ん
だ
目
に
私
の
視
線
は
動
き
を
止
め
た
。

　

私
は
こ
の
肖
像
画
を
見
た
と
き
、
一
瞬
、
高
橋
由
一
の
《
花
魁
（
美
人
）》
を
思
い
出
し
た
。
由
一
作
品
は
モ

デ
ル
の
職
業
柄
派
手
な
髪
飾
り
や
衣
装
を
ま
と
っ
て
い
る
が
、
正
名
の
《
林
金
兵
衛
肖
像
》
は
地
味
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
迫
力
は
凄
ま
じ
い
勢
い
で
私
に
迫
っ
て
き
た
。
一
方
、「
ダ
ブ
ル
・
イ
ン
パ
ク
ト　

明
治
ニ
ッ
ポ
ン

の
美
展
」
で
間
近
に
見
た
《
花
魁
（
美
人
）》
は
、
画
面
が
平
面
的
で
塗
り
絵
の
よ
う
に
感
じ
た
の
は
私
だ
け
で

あ
ろ
う
か
？

　
《
林
金
兵
衛
肖
像
》
を
見
る
と
、
暗
い
背
景
の
中
に
人
物
の
顔
が
浮
か
び
上
が
っ
て
見
え
る
の
で
、
自
然
に
顔

に
視
線
が
誘
導
さ
れ
る
。
さ
ら
に
顔
を
見
る
と
、
眉
間
の
皺
、
濃
い
眉
毛
、
瞼
の
上
の
力
強
い
輪
郭
線
、
輝
き
の

な
い
瞳
、
豊
麗
線
、
し
っ
か
り
結
ん
だ
口
元
な
ど
が
、
芯
の
強
い
人
物
像
を
作
り
上
げ
て
い
る
。

　

因
み
に
林
金
兵
衛
は
、
明
治
一
三
年
頃
愛
知
県
東
春
日
井
郡
長
と
し
て
、
当
時
の
地
租
改
正
反
対
運
動
の
中
心

人
物
と
し
て
活
動
し
た
。
当
時
、
福
澤
諭
吉
と
親
交
が
あ
り
、
指
導
を
受
け
て
い
た
。
な
お
、
肖
像
画
は
明
治

一
四
年
一
月
に
制
作
さ
れ
、
金
兵
衛
は
同
年
三
月
一
日
に
没
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
自
身
の
死
を
意
識
し

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、
作
者
の
正
名
は
明
治
美
術
会
で
審
査
員
を
務
め
る
な
ど
活
躍
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
没
年
不
詳
と

謎
め
い
て
い
る
。
ま
た
、
作
品
の
う
ち
水
彩
画
に
つ
い
て
は
、
小
杉
放
菴
記
念
日
光
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る

が
、
油
彩
画
は
私
の
二
点
を
含
め
三
点
し
か
確
認
で
き
て
お
ら
ず
、
研
究
資
料
と
し
て
も
貴
重
な
逸
品
で
あ
る
。

佐
々
木
征
（
千
葉
県
船
橋
市
）

河
久
保
正
名
《
林
金
兵
衛
肖
像
》

自
身
の
死
を
意
識
し
画
家
に
描
か
せ
た
肖
像
画

河久保正名（かわくぼ・まさな／生没年不詳）
東京生れ。1874 年頃、国澤新九郎に師事。90 − 98 年明治美術会展に 7
回出品。96 年頃、印刷局勤務。1900 年パリ万博に出品。02 年巴会に参加。
03 年第 5 回内国勧業博覧会に出品。06、08 年太平洋画会展に出品。

河久保正名《 林金兵衛肖像 》
油彩・板　54.0 × 42.0cm　1881 年

Kawakubo Masana  Portrait of Hayashi Kinbei
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一
点
は
気
に
入
っ
た
富
士
山
の
絵
が
欲
し
い
と
の
思
い
が
よ
う
や
く
叶
っ
た
。
画
家
の
品
格
で
あ
ろ
う
か
、

画
面
全
体
に
漂
う
穏
や
か
な
雰
囲
気
が
、
私
の
思
い
に
ぴ
っ
た
り
と
一
致
し
た
。
私
は
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
富

士
山
の
絵
を
見
て
き
た
が
、
残
念
な
が
ら
気
に
入
っ
た
絵
は
す
で
に
美
術
館
な
ど
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
。
市
場

に
出
回
っ
て
い
る
も
の
に
は
、
メ
ガ
ネ
に
叶
っ
た
絵
が
見
つ
か
ら
な
い
状
態
が
何
年
も
続
い
た
。
そ
れ
で
も
諦

め
ず
に
出
会
い
を
待
っ
た
結
果
、
手
元
の
《
富
士
遠
望
図
》
を
入
手
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

絵
は
中
央
に
雄
大
な
姿
の
富
士
、
中
段
に
は
左
右
か
ら
松
林
を
配
し
、
中
央
部
分
か
ら
湖
面
や
入
り
江
が
見

通
せ
る
構
図
で
あ
る
。
さ
ら
に
富
士
山
と
松
林
を
引
き
立
て
る
た
め
か
、
手
前
の
草
地
は
左
右
か
ら
な
だ
ら
か

に
傾
斜
し
、
合
わ
せ
目
の
低
地
は
左
方
向
か
ら
中
央
に
向
か
い
変
化
を
持
た
せ
て
い
る
。
ま
た
、
富
士
山
に
か

か
る
雲
は
、
敢
え
て
富
士
の
全
体
像
を
見
せ
な
い
こ
と
で
、
鑑
賞
者
に
自
由
な
想
像
を
さ
せ
る
楽
し
み
を
残
し

て
い
る
。

　

因
み
に
三
五
郎
が
、
手
元
の
作
品
に
唯
一
「S

A
N

G
O

R
O

」
の
サ
イ
ン
を
し
た
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
私

は
こ
の
こ
と
か
ら
、
手
元
の
《
富
士
遠
望
図
》
は
注
文
を
受
け
て
制
作
し
た
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
多

少
不
安
も
残
る
が
、
通
常
、「
三
五
」
と
す
る
サ
イ
ン
を
注
文
主
に
敬
意
を
表
し
本
名
の
「
三
五
郎
」
と
し
た
と

推
測
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
は
「
松
原
三
五
郎
と
子
弟
展
」
等
の
開
催
を
熱
望
し
て
い
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
そ
の
情
報
は

ど
の
美
術
館
か
ら
も
入
っ
て
こ
な
い
。
実
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

佐
々
木
征
（
千
葉
県
船
橋
市
）

松
原
三
五
郎
《
富
士
遠
望
図
》

子
弟
一
二
五
七
名
を
養
成
し
た
天
彩
画
塾
開
設
者

松原三五郎（まつばら・さんごろう／ 1864 − 1946 年）
岡山市生れ。初代五姓田芳柳に師事。1885 年岡山で画塾・天彩学舎を開設。
90 年大阪師範学校に転任。94、96 年関西美術会を結成。1901 年同会を
京都に移す。04 年天彩学舎を天彩画塾と改称。大阪で没、82 歳。

松原三五郎《 富士遠望図 》
油彩・キャンバス　60.7 × 91.2cm　1916 年

Matsubara Sangoro  A Distant View of Mt. Fuji
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入
手
の
き
っ
か
け
は
、
眼
下
に
広
が
る
パ
ノ
ラ
マ
的
視
点
の
異
国
風
景
に
強
い
衝
撃
を
受
け
た
こ
と
で
あ
る
。

絵
を
見
て
最
初
に
目
に
つ
い
た
の
は
、
朝
鮮
民
族
衣
装
を
ま
と
っ
た
三
人
の
少
女
が
山
の
斜
面
で
花
を
摘
ん
で

い
る
姿
で
あ
る
。
画
面
に
は
馬
（
？
）
で
荷
物
を
運
ぶ
民
族
衣
装
の
男
や
画
面
中
央
に
は
、
民
家
ら
し
き
屋
敷

が
描
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
視
線
を
上
部
に
移
し
て
い
く
と
、
右
側
の
山
か
ら
左
側
に
向
か
っ
て
線
路
が
あ
る

よ
う
だ
。
沢
山
の
人
物
が
ト
ロ
ッ
コ
で
鉱
物
を
運
ん
で
い
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
推
測
す
る
に
赤
茶
け
た
山

肌
は
、
鉱
山
の
採
掘
跡
の
よ
う
に
思
わ
れ
、
引
き
続
き
場
所
を
移
し
採
掘
中
で
あ
る
こ
と
が
、
働
く
人
物
の
多

さ
か
ら
容
易
に
わ
か
る
。　

　

購
入
時
に
は
サ
イ
ン
か
ら
み
て
女
性
画
家
の
作
品
と
思
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
サ
イ
ン
が
「S

. M
IS

A
K

O

」

と
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
後
、
女
性
画
家
を
調
査
し
た
が
、
作
者
特
定
は
で
き
な
い
ま
ま
数
年
経
過
し
て

し
ま
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
「
わ
の
会
放
談
会
」
に
会
員
の
Ｆ
氏
が
持
参
し
た
《
北
京
の
角
楼
》
の
作
者
が
、
何
と
私
が
探
し

て
も
突
き
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
「
三
迫
星
洲
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
Ｆ
氏
も
戦
前
に
三
越
で
販
売
さ
れ
た
絵

葉
書
を
所
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
生
没
年
等
は
不
明
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
神
奈
川
大
学
外
国
語
学
部

中
国
語
学
科
教
授
彭
国
躍
氏
も
「
幻
の
従
軍
画
家
三
迫
星
洲
―
戦
前
絵
葉
書
に
よ
る
図
版
の
整
理
と
分
析
」
の

テ
ー
マ
で
発
表
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
専
門
家
の
手
を
借
り
て
調
査
し
た
が
、
星
洲
の
詳
細
は
不
明
で

あ
っ
た
旨
の
回
答
を
い
た
だ
い
た
。
星
洲
は
雅
号
な
の
か
本
名
な
の
か
謎
の
ま
ま
で
あ
る
。

佐
々
木
征
（
千
葉
県
船
橋
市
）

三
迫
星
洲
《
花
を
摘
む
朝
鮮
の
少
女
》

戦
前
の
満
州
で
活
躍
し
た
幻
の
従
軍
画
家

三迫星洲（みさこ・せいしゅう／生没年不詳）
従軍画家、探検画家と称した外地風景風俗絵葉書で知られる。取材地は、1917
年朝鮮半島、31 年露満国境ゴビ沙漠、32 − 33 年満州事変従軍、34 年南洋諸島、
35 年満州、36 − 37 年北支、39 年台湾、40 年大東亜共栄圏の東南アジア各地。

三迫星洲《 花を摘む朝鮮の少女 》
油彩・キャンバス　61.0 × 85.0cm　1917 年

Misako Seishu  Korean Girls Picking up Flowers
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都
鳥
英
喜
作
品
と
の
出
会
い
は
、
ま
さ
に
美
術
館
で
の
作
品
鑑
賞
術
（
？
）
を
活
用
で
き
た
好
例
で
あ
る
。

書
き
出
し
か
ら
唐
突
で
あ
る
が
、理
由
は
そ
の
訳
を
聞
け
ば
簡
単
に
理
解
で
き
る
と
思
う
。
そ
れ
で
は
私
が
以
前
、

佐
倉
市
立
美
術
館
で
開
催
中
の
都
鳥
英
喜
展
を
見
た
と
き
の
実
際
の
行
動
パ
タ
ー
ン
を
紹
介
し
よ
う
。
私
の
鑑

賞
ス
タ
イ
ル
は
、
あ
る
程
度
の
速
さ
で
館
内
の
作
品
を
鑑
賞
し
な
が
ら
進
み
、
自
身
の
気
に
入
っ
た
作
品
の
前

で
は
、
じ
っ
く
り
作
品
の
隅
々
ま
で
徹
底
し
て
記
憶
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
う
し
た
楽
し
み
方
を
数
十
年

続
け
て
い
る
。
勿
論
、年
齢
に
よ
る
画
風
の
変
化
を
見
逃
す
こ
と
は
な
い
。
さ
ら
に
館
内
は
最
低
三
回
ほ
ど
周
り
、

そ
の
中
で
特
に
注
目
し
た
作
品
は
、
画
風
を
記
憶
す
る
よ
う
に
訓
練
し
て
き
た
。
勿
論
、
気
に
な
る
作
家
の
展

覧
会
は
図
録
を
購
入
し
、そ
の
後
も
時
折
図
録
を
開
き
、鑑
賞
時
の
感
動
と
記
憶
を
呼
び
戻
す
こ
と
に
し
て
き
た
。

　

手
元
作
品
と
の
出
会
い
を
例
に
と
れ
ば
、出
会
っ
た
当
初
は
作
者
不
詳
状
態
で
あ
っ
た
。
絵
を
目
の
前
に
し
て
、

す
ぐ
に
英
喜
の
画
風
が
頭
に
よ
み
が
え
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
サ
イ
ン
を
確
認
す
る
と
、
滞
欧
時
に
使
用
し
て
い

た
一
見
、
外
国
人
の
よ
う
な
名
前
も
合
致
し
て
い
た
。
都
鳥
英
喜
作
品
発
掘
の
ケ
ー
ス
は
、
私
が
長
年
か
け
て

続
け
て
き
た
訓
練
の
成
果
と
位
置
付
け
て
い
る
。

　

因
み
に
佐
倉
市
立
美
術
館
に
は
、《
ベ
ニ
ス
風
景
》
大
正
九
年
作
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
手
元
の
作
品
と
同
時

期
に
ベ
ニ
ス
で
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
私
の
さ
さ
や
か
な
希
望
は
、
い
つ
の
日
か
二
作
品
が
一
緒
に

展
示
さ
れ
る
日
が
来
る
こ
と
を
楽
し
み
に
待
つ
こ
と
で
あ
る
。

佐
々
木
征
（
千
葉
県
船
橋
市
）

都
鳥
英
喜
《
ベ
ニ
ス  

サ
ン
マ
リ
ア
寺
》

「
風
景
に
佇
む
画
家
」
の
渾
身
作
に
出
会
う

都鳥英喜（ととり・えいき／ 1873 − 1943 年）
千葉県佐倉生れ。浅井忠に洋画を学ぶ。1891 年明治美術会会員。1901 年
太平洋画会創立会員。06 年関西美術院教授。19 − 21 年渡欧。30 − 41
年京都高等工芸学校教授。京都で没、69 歳。

都鳥英喜《 ベニス  サンマリア寺 》
油彩・キャンバス　43.5 × 63.5cm　1920 年

Totori Eiki  The Basilica of Saint Mary, Venice
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秀
太
の
静
物
画
は
、
好
き
な
画
風
の
た
め
機
会
を
逃
さ
ず
鑑
賞
し
て
き
た
。
作
品
を
見
る
た
び
に
興
味
が
湧

き
、
自
ず
と
私
な
り
の
見
方
も
備
わ
っ
て
き
た
。
秀
太
の
静
物
画
が
初
め
て
展
覧
会
に
発
表
さ
れ
た
の
は
、
明

治
三
八
年
第
四
回
太
平
洋
画
会
展
で
あ
る
が
、
当
時
は
い
ず
れ
の
背
景
も
無
地
で
こ
だ
わ
り
は
見
ら
れ
な
い
。

と
こ
ろ
が
大
正
九
年
文
部
省
在
外
研
究
員
と
し
て
渡
欧
し
、
同
一
一
年
帰
国
以
後
の
帝
展
や
太
平
洋
画
会
展
出

品
作
は
、
静
物
画
の
背
景
に
花
柄
模
様
を
使
い
始
め
て
い
た
。
気
づ
い
た
当
初
は
カ
ー
テ
ン
を
描
い
て
い
る
も

の
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
の
調
査
で
絵
柄
の
あ
る
カ
ー
テ
ン
と
思
え
た
布
は
、
更
紗
の
可
能
性
が
高

い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
現
に
第
五
回
帝
展
に
《
更
紗
の
前
》
を
出
品
し
て
い
た
。
秀
太
が
滞
欧
中
に
更
紗
を
見

付
け
入
手
し
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
画
家
の
目
を
持
っ
て
す
れ
ば
、
見
付
け
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と

で
あ
る
。

　

一
方
、
手
元
の
作
品
を
見
る
と
、
秀
太
に
し
て
は
珍
し
く
沢
山
の
果
物
や
ワ
イ
ン
の
瓶
、
水
差
し
な
ど
を
描

い
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
背
景
を
意
図
的
に
暗
く
し
、
更
紗
模
様
の
背
景
を
不
明
瞭
に
描
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
以
前
ご
遺
族
に
照
会
し
た
際
、
永
地
博
正
氏
夫
人
か
ら
長
文
の
手
紙
が
届
い
た
。
手
紙
に
は
「
所

蔵
品
は
山
口
県
立
美
術
館
に
寄
贈
し
た
こ
と
。
義
母
か
ら
聞
い
た
話
に
よ
る
と
、
秀
太
が
山
口
に
疎
開
す
る
際

に
東
京
か
ら
送
っ
た
作
品
す
べ
て
が
紛
失
し
た
こ
と
。
流
通
経
路
は
不
明
で
あ
る
が
、
何
故
か
秀
太
の
作
品
が

中
国
で
現
在
市
場
に
出
回
っ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
」
な
ど
関
係
者
の
み
が
知
り
得
る
貴
重
な
情
報
が
含
ま
れ
て

い
た
。

佐
々
木
征
（
千
葉
県
船
橋
市
）

永
地
秀
太
《
静
物
》

渡
欧
中
に
身
に
付
け
た
画
家
の
目
線

永地秀太（ながとち・ひでた／ 1873 − 1942 年）
山口県生れ。松岡寿に師事。明治美術会教場で学ぶ。1902 年太平洋画会創
立会員。09 年文展で褒状。13 年文展で三等賞。20 年文部省在外研究員と
して海外視察。帰国後、東京高等工芸学校教授。東京で没、69 歳。

永地秀太《 静物 》
油彩・キャンバス　50.0 × 61.0cm　1935 年

Nagatochi Hideta  Still Life
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こ
の
絵
と
の
出
合
い
は
、
私
に
と
っ
て
当
初
か
ら
作
者
が
わ
か
っ
て
い
た
数
少
な
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
購
入
に
当
た
っ
て
は
、
迷
っ
た
末
に
決
め
た
記
憶
が
あ
る
。
そ
れ
は
何
故
か
と
言
え
ば
、
絵
の
画

面
全
体
に
絵
の
具
の
剥
離
が
見
ら
れ
、
輸
送
す
る
だ
け
で
も
さ
ら
に
剥
離
が
進
む
最
悪
の
状
態
で
あ
っ
た
。
し

か
も
飾
っ
て
楽
し
む
に
は
、修
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
難
題
を
抱
え
て
い
た
。
私
が
購
入
し
な
け
れ
ば
、

剥
離
が
進
み
、
最
終
的
に
は
粗
大
ゴ
ミ
と
な
る
こ
と
を
危
惧
し
、
清
水
の
舞
台
か
ら
飛
び
下
り
る
気
持
ち
で
購

入
を
決
め
た
。
私
は
直
ぐ
に
思
い
切
っ
て
修
復
に
出
す
こ
と
に
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
今
で
は
立
派
に
元

の
姿
に
戻
り
、
自
宅
玄
関
に
安
住
の
地
を
見
付
け
家
人
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

　

因
み
に
こ
の
絵
は
、
昭
和
一
七
年
に
日
動
画
廊
に
お
い
て
開
催
し
た
田
中
寅
三
「
海
と
船
油
絵
展
」
に
出
品

さ
れ
た
《
海
の
風
景
》
三
〇
号
で
あ
る
。
寅
三
作
品
に
つ
い
て
は
、
遺
族
か
ら
平
成
七
年
に
一
〇
〇
点
（
資
料

含
む
）
を
超
え
る
油
彩
等
が
一
括
し
て
松
戸
市
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。
図
録
に
よ
る
と
、
参
考
図
版
の
中
に
《
海

の
風
景
》
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
個
展
の
際
に
売
却
さ
れ
、
画
家
の
手
元
を
離
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
絵
と
向
き
合
う
と
き
、
戦
争
中
に
二
年
連
続
し
て
「
海
の
船
油
絵
展
」
を
開
い
た
寅
三
の
心
中
を
知
り

た
い
と
の
思
い
が
湧
い
て
く
る
。
一
方
、
こ
の
絵
と
の
出
合
い
で
少
し
無
理
を
し
た
こ
と
で
、
画
家
の
渾
身
の

作
品
を
次
の
世
代
に
橋
渡
し
す
る
手
助
け
を
し
た
気
分
で
あ
る
。

佐
々
木
征
（
千
葉
県
船
橋
市
）

田
中
寅
三
《
海
の
風
景
》

瀕
死
の
状
態
か
ら
奇
跡
的
に
修
復
で
き
た
風
景
画

田中寅三（たなか・とらぞう／ 1878 − 1961 年）
愛媛県生れ。1895 年明治美術学校に学ぶ。96 年天真道場に学ぶ。97 年
白馬会展出品。99 年東京美術学校西洋画科卒。1938 年から日動画廊ほか
で個展。松戸で没、83 歳。

田中寅三《 海の風景 》
油彩・キャンバス　65.5 × 90.5cm　1942 年

Tanaka Torazo  Seascape
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今
完
成
し
た
と
見
紛
う
ば
か
り
の
色
鮮
や
か
な
室
内
風
景
画
に
出
会
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
隅
々
ま
で
緻
密
で

絵
の
具
の
発
色
が
ず
ば
抜
け
た
絵
の
作
者
は
、
こ
れ
ま
で
一
人
だ
け
出
会
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
作
者
の
こ
と
は

さ
て
お
き
、
絵
の
構
図
で
は
、
花
柄
模
様
の
ソ
フ
ァ
ー
に
座
っ
て
い
る
赤
色
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
を
ま
と
っ
た
少
女

が
最
初
に
目
に
付
く
。
座
り
方
も
ソ
フ
ァ
ー
の
端
に
寄
り
か
か
り
両
肘
を
端
に
お
い
て
、
何
や
ら
犬
に
話
し
か

け
て
い
る
よ
う
に
も
取
れ
る
ポ
ー
ズ
で
あ
る
。
二
匹
の
犬
は
餌
を
ね
だ
っ
て
い
る
の
か
、
二
匹
と
も
少
女
の
目

を
じ
っ
と
見
て
い
る
様
子
だ
。
少
女
の
膝
上
に
は
餌
な
の
か
自
分
用
の
お
菓
子
ら
し
き
も
の
が
、
器
に
入
っ
て

載
っ
て
い
る
。
他
に
は
少
女
の
そ
ば
に
ク
ッ
シ
ョ
ン
ら
し
き
丸
い
も
の
、
背
景
の
端
に
は
額
の
一
部
が
描
か
れ

全
体
と
し
て
す
っ
き
り
し
た
構
図
で
あ
る
。

　

私
は
額
裏
面
の
小
柴
の
墨
書
き
と
「（
二
）
パ
ル
タ
ー
シ
ュ
」
と
書
か
れ
た
古
い
シ
ー
ル
を
見
て
、
小
柴
錦
侍

の
作
品
で
は
と
考
え
た
。
錦
侍
に
つ
い
て
は
、
以
前
に
画
風
や
履
歴
を
調
べ
て
お
り
、
私
な
り
に
絵
の
特
徴
を

記
憶
し
て
い
た
。
早
速
、
以
前
の
調
査
で
知
り
え
た
磯
谷
商
店
の
上
林
喜
美
子
氏
経
由
で
ご
遺
族
の
天
木
ヨ
シ

子
（
旧
姓
小
柴
）
氏
に
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
錦
侍
の
作
品
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
制
作
年
は
不
明
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
た
め
、
昭
和
一
一
年
の
近
作
油
絵
展
覧
会
目
録
を
国
立
国
会
図
書
館
で
確
認
す
る
も
、
残
念
な
が

ら
出
展
の
事
実
は
な
か
っ
た
。
制
作
年
の
確
認
作
業
は
、
今
後
、
私
に
課
せ
ら
れ
た
宿
題
と
思
い
、
楽
し
み
つ

つ
調
査
を
続
け
る
つ
も
り
で
い
る
。

　
　

�（
＊
註
）
額
裏
面
の
シ
ー
ル
に
は
「
パ
ル
タ
ー
シ
ュ
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
意
味
が
定
か
で
な
い
こ
と
、
ま
た

少
女
と
犬
た
ち
が
か
も
し
だ
す
雰
囲
気
が
、
共
有
や
分
か
ち
合
い
を
意
味
す
る
フ
ラ
ン
ス
語 partage 

を
思
わ
せ
る
こ
と

か
ら
、
画
題
を
「
パ
ル
タ
ー
ジ
ュ
」
に
変
更
し
て
い
る
。

佐
々
木
征
（
千
葉
県
船
橋
市
）

小
柴
錦
侍
《（
二
）
パ
ル
タ
ー
ジ
ュ
》

目
が
覚
め
る
よ
う
な
綺
麗
な
絵
に
挑
戦
し
た
画
家

小柴錦侍（こしば・きんじ／ 1889 − 1961 年）
東京生れ。1911 年東京高等工芸学校卒。渡欧、ルーヴル美術館学校、アカ
デミー・ランソンに学ぶ。20 年帰国。20、22、26 年帝展で特選。40 年
創元会創立会員。東京で没、71 歳。

小柴錦侍《 （二）パルタージュ 》
油彩・キャンバス　60.5 × 73.0cm　制作年不詳

Koshiba Kinji   (II) Partage

＊
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こ
の
絵
を
見
た
瞬
間
、頭
が
真
っ
白
に
な
る
ほ
ど
の
衝
撃
を
受
け
た
。
私
の
蒐
集
歴
は
決
し
て
長
く
は
な
い
が
、

絶
対
に
忘
れ
な
い
出
会
い
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
ず
絵
の
構
図
や
描
写
で
あ
る
。
画
面
中
央
の
岩
、
手
前
の
下

部
左
側
か
ら
上
方
向
に
連
な
る
海
岸
線
。
岩
場
に
打
ち
寄
せ
る
波
な
ど
を
克
明
に
描
写
し
、
画
面
右
側
は
上
部

に
向
か
っ
て
靄
が
か
か
っ
て
い
る
よ
う
な
描
き
方
は
絶
妙
で
あ
る
。
こ
の
絵
は
、
現
場
で
制
作
し
、
高
い
技
量

が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
の
臨
場
感
を
鑑
賞
者
に
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
私
は
図
録
で
見
た
中

村
勝
治
郎
展
出
品
作
の
《
風
景
》
の
サ
イ
ン
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
勝
治
郎
作
品
の
可
能
性
を
期
待
し
た
。

　

私
は
意
を
決
し
、
展
覧
会
歴
の
あ
る
奈
良
県
立
美
術
館
に
照
会
し
た
。
そ
の
結
果
、
松
川
綾
子
氏
（
学
芸
員
）

か
ら
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。
そ
れ
は
「
中
村
の
海
景
画
と
断
定
で
き
る
作
例
が
少
な
い
こ
と
。
手
元

の
作
品
は
と
て
も
よ
く
描
け
て
い
る
こ
と
。
俯
瞰
視
を
取
り
入
れ
た
劇
的
な
構
図
や
、
大
気
遠
近
法
を
用
い
た

視
界
を
遠
方
へ
と
誘
う
か
の
よ
う
な
開
け
た
空
間
表
現
、
白
く
渦
巻
く
波
の
躍
動
感
や
光
を
浴
び
た
岩
肌
の
色

彩
感
覚
な
ど
、
い
ず
れ
も
当
方
が
確
認
し
た
中
村
の
作
品
に
は
見
ら
れ
な
い
高
い
技
量
が
発
揮
さ
れ
て
お
り
ま

す
」
と
あ
っ
た
。

　

私
は
「
中
村
没
後
の
回
顧
展
に
出
品
さ
れ
た
作
品
の
中
に
は
友
人
達
が
手
を
加
え
て
完
成
さ
せ
た
作
品
も
あ
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
な
ど
の
松
川
氏
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
検
討
し
た
結
果
、
明
治
美
術
会
、
白
馬
会
の

双
方
で
学
ん
だ
長
原
孝
太
郎
に
着
目
し
、
白
馬
会
展
出
品
作
の
可
能
性
を
期
待
し
調
査
を
続
け
る
こ
と
に
し
た
。

佐
々
木
征
（
千
葉
県
船
橋
市
）

作
者
不
詳
（
Ｋ
・
Ｎ
サ
イ
ン
）《
海
景
》

作
者
が
誰
で
あ
れ
、
秀
逸
な
海
景
描
写
に
脱
帽

作者不詳（Ｋ・Ｎサイン）《 海景 》
油彩・板　41.0 × 31.6cm　明治期 

Unkown Artist (K. N.)  Seascape
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身
辺
雑
話
で
あ
る
。

　

第
二
次
大
戦
末
期
、
小
学
校
低
学
年
で
あ
っ
た
私
は
父
の
生
家
で
あ
る
四
国
の
田
舎
へ
疎
開
し
た
。

　

間
も
な
く
私
は
ジ
フ
テ
リ
ア
に
感
染
、
親
の
懸
命
な
努
力
の
結
果
、
や
っ
と
血
清
を
入
手
し
一
命
を
と
り
と

め
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

自
宅
の
病
室
で
息
を
吹
き
返
し
た
時
、
最
初
に
目
に
映
っ
た
の
が
此
の
ベ
ニ
ス
の
絵
で
あ
る
。
そ
の
時
こ
の

景
色
の
場
所
に
行
っ
て
み
た
い
も
の
だ
と
つ
く
づ
く
思
っ
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
景
色
を
眺
め
る

こ
と
が
出
来
た
の
は
六
〇
歳
も
半
ば
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
か
ら
情
け
な
い
話
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
の
食
事
は

美
味
で
、
景
観
も
素
晴
ら
し
く
、
時
に
ハ
ッ
と
す
る
よ
う
な
美
女
に
も
お
目
に
か
か
れ
、
胃
袋
、
脳
細
胞
と
も

ど
も
満
足
し
た
。
し
か
し
ベ
ニ
ス
の
狭
い
水
路
を
ゴ
ン
ド
ラ
で
通
過
す
る
時
の
な
ん
と
も
生
臭
い
匂
い
に
は
閉

口
し
た
。
矢
張
り
美
し
い
モ
ノ
に
は
余
り
近
づ
か
な
い
方
が
良
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
ア
ド
リ
ア
海
の
女

王
と
称
さ
れ
る
こ
の
水
上
都
市
も
ま
た
同
じ
か
？

宇
都
宮
義
文
（
千
葉
県
流
山
市
）

水
木
伸
一
《
ベ
ニ
ス
風
景
》

—

蘇
生
し
て
初
め
て
見
た
景
色—

水木伸一（みずき・しんいち／ 1892 − 1988 年）
松山市生れ。太平洋画会研究所に学ぶ。1914、15 年第 1 回、第 2 回二科
会展に入選。15 − 20 年院展洋画部に出品。第 3 回院展で奨励賞。渡欧。
21 年光風会展で今村奨励賞。日本水彩画会会員。88 年没、96 歳。

水木伸一《 ベニス風景 》
油彩・キャンバス　43.0 × 37.0cm　1922 − 23 年頃

Mizuki Shinichi  View in Venice
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絵
画
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
始
め
た
頃
は
、
前
田
寛
治
に
つ
い
て
名
前
だ
け
は
知
っ
て
い
る
と
い
う
程
度
で
、

画
歴
や
人
間
像
は
も
ち
ろ
ん
作
品
の
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
も
何
も
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後

「
一
九
三
〇
年
協
会
」
の
創
立
メ
ン
バ
ー
で
、〝
パ
リ
の
豚
児
た
ち
〟
と
称
し
、
フ
ォ
ー
ビ
ズ
ム
の
里
見
勝
蔵
や

佐
伯
祐
三
ら
と
深
く
交
友
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
中
で
独
自
の
〝
主
観
的
リ
ア
リ
ズ
ム
〟
を
追
求
し
、

骨
太
な
存
在
感
の
あ
る
構
成
と
青
、
赤
褐
色
、
黒
を
基
調
と
し
た
色
合
い
の
重
厚
な
作
風
を
確
立
し
た
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
爾
来
、
前
田
寛
治
の
作
品
を
一
点
持
ち
た
い
と
願
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
夢
は
か
な
わ
ず

一
〇
年
近
く
が
過
ぎ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
日
、
不
意
に
地
元
の
画
廊
主
か
ら
、「
か
な
り
深
く
か
か
わ
っ
て
い

た
コ
レ
ク
タ
ー
が
急
逝
さ
れ
、そ
の
ご
遺
族
か
ら
預
か
っ
た
作
品
だ
が
」
と
言
っ
て
こ
の
絵
を
見
せ
ら
れ
ま
し
た
。

初
見
で
は
、
自
分
の
抱
い
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
に
は
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
せ
ず
、
弱
く
て
ぼ
や
け
た
感
じ
の
絵
だ
と

の
印
象
で
し
た
。
し
か
し
身
近
に
掛
け
て
久
し
く
接
し
て
い
る
う
ち
に
、
当
方
の
頭
の
中
が
変
え
ら
れ
た
よ
う

で
す
。
今
で
は
こ
の
比
較
的
速
い
筆
使
い
と
薄
塗
り
で
、
ま
る
で
油
彩
に
よ
る
デ
ッ
サ
ン
の
よ
う
な
表
現
が
か

え
っ
て
モ
デ
ル
の
や
や
控
え
目
で
和
ら
か
な
情
感
を
描
き
捕
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
画
家
の
卓
越
し
た
セ

ン
ス
（
主
観
的
リ
ア
リ
ズ
ム
）
を
感
じ
る
よ
う
に
な
れ
た
と
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

谷　

吉
雄
（
石
川
県
白
山
市
）

前
田
寛
治
《
婦
人
像
》

主
観
的
リ
ア
リ
ズ
ム
な
る
も
の
に
魅
せ
ら
れ
て

前田寛治（まえた・かんじ／ 1896 − 1930 年）
鳥取県生れ。1915 年白馬会葵橋洋画研究所に学ぶ。21 年東京美術学校西
洋画科卒。二科会展、帝展に入選。22 − 25 年渡仏。25、27 年帝展で特選。
26 年「一九三〇年協会｣ を創立。東京で没、33 歳。

前田寛治《 婦人像 》
油彩・キャンバスボード　22.0 × 17.5cm　1925 年

Maeta Kanji  Portrait of a Woman 
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コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
始
め
て
ま
だ
間
も
な
い
頃
で
、
大
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
衝
撃
を
受
け
、
妙
な
高
揚
感
に
心

を
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
て
酔
っ
た
よ
う
な
情
態
の
時
に
、
ま
だ
二
回
程
し
か
訪
れ
て
い
な
い
地
元
の
画
廊
へ
足
を
踏
み

入
れ
る
と
小
部
屋
の
壁
に
こ
の
作
品
が
掛
け
て
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
絵
の
第
一
印
象
は
「
な
ん
と
も
硬
そ
う
で

色
も
悪
く
、
世
界
一
不
味
そ
う
な
桃
だ
な
あ
。
で
も
こ
ん
な
購
入
意
欲
を
そ
そ
ら
な
い
作
品
な
ら
ク
ニ
ヨ
シ
で

も
購
え
る
か
も
知
れ
な
い
…
…
」
と
不
遜
で
傲
慢
な
も
の
で
し
た
。
同
じ
よ
う
な
境
遇
の
フ
ジ
タ
の
作
品
は
も

ち
ろ
ん
、
ク
ニ
ヨ
シ
の
女
性
像
な
ど
は
逆
立
ち
し
て
も
無
理
な
の
だ
か
ら
と
い
う
、
負
け
惜
し
み
の
裏
返
し
の

よ
う
な
思
い
に
も
背
中
を
押
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。
そ
の
後
ず
っ
と
自
宅
の
壁
に
掛
け
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

不
味
そ
う
な
四
つ
の
桃
に
対
す
る
理
解
は
一
向
に
深
ま
ら
ず
、
時
々
視
線
を
向
け
て
も
確
か
な
手
ご
た
え
が
感

じ
ら
れ
ず
も
ど
か
し
い
思
い
で
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
分
経
っ
て
、
当
時
の
世
界
恐
慌
か
ら
日
米
開
戦
と
い

う
厳
し
い
状
況
下
で
、
困
難
な
立
場
に
置
か
れ
た
国
吉
が
抱
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
、
デ
ラ
シ
ネ
と
し
て
の
存
在

の
不
安
（
危
う
さ
）
と
そ
こ
か
ら
く
る
深
い
孤
愁
を
表
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
想
像
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
最
近

で
は
、
布
か
ら
こ
ぼ
れ
て
出
て
い
る
右
端
の
桃
を
見
る
と
、
た
だ
孤
愁
を
漂
わ
せ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の

心
の
内
に
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
地
で
生
き
抜
い
て
ゆ
く
と
い
う
強
い
意
志
（
反
骨
の
思
い
）
を
深
く
静
か
に
抱
い

て
い
る
よ
う
に
思
え
て
き
ま
し
た
。

谷　

吉
雄
（
石
川
県
白
山
市
）

国
吉
康
雄
《
四
つ
の
桃
》

桃
に
み
る
国
吉
の
孤
愁
と
静
か
な
強
い
意
志

国吉康雄（くによし・やすお／ 1889 − 1953 年）
岡山市生れ。渡米。ロサンゼルス美術学校、1916 年ニューヨークのアート・
スチューデンツ・リーグに学ぶ。29 年ニューヨーク近代美術館の 19 人の現
代アメリカ作家に選抜。48 年ホイットニー美術館で回顧展。NY で没、63 歳。

国吉康雄《 四つの桃 》
油彩・キャンバス　30.8 × 41.0cm　1935 年

Kuniyoshi Yasuo  Four Peaches
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「
藝
林
」
時
代
の
梅
野
隆
氏
（
初
代
館
長
）
が
長
野
県
東
御
市
（
旧
北
御
牧
村
）
に
梅
野
記
念
絵
画
館
の
設
立

を
決
意
さ
れ
、
そ
の
開
館
に
向
け
て
作
ら
れ
た
図
録
に
遠
山
五
郎
の
作
品
と
画
家
へ
の
熱
い
思
い
が
述
べ
ら
れ

て
い
て
こ
の
画
家
の
こ
と
が
強
く
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
少
し
後
に
京
都
の
画
廊
で
片
多
徳
郎
の
小
品
を
求
め
た
際
、
画
廊
主
か
ら
片
多
徳
郎
・
遠
山
五
郎

展
（
一
九
七
九
年
、
北
九
州
市
立
美
術
館
）
の
図
録
を
教
示
さ
れ
、
よ
り
一
層
、
遠
山
五
郎
を
意
識
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
と
も
あ
ろ
う
に
『
わ
の
会
の
眼
』
図
録
に
、
代
表
作
中
の
代
表
作
《
赤
い
シ
ャ

ン
タ
ユ
》
が
載
っ
て
お
り
、
そ
の
完
成
度
の
高
さ
と
素
晴
ら
し
さ
に
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
、
こ
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
の
な
か
、
東
京
の
信
頼
す
る
画
商
か
ら
紹
介
さ
れ
て
求
め
た
も
の
で
す
。

　
《
赤
い
シ
ャ
ン
タ
ユ
》
の
よ
う
な
極
め
て
完
成
度
の
高
い
代
表
作
を
実
見
し
て
し
ま
う
と
、
何
も
書
け
る
こ
と

が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
遺
作
が
少
な
い
遠
山
五
郎
の
一
点
と
し
て
記
録
に
残
し
て
お
き
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
勇
気
を
出
し
て
出
品
し
ま
し
た
。

　

描
か
れ
て
い
る
夫
人
が
、
モ
デ
ル
と
し
て
の
状
況
か
ら
日
常
に
戻
ろ
う
と
す
る
一
瞬
に
垣
間
見
せ
た
表
情
を

捕
え
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
思
慮
深
く
穏
や
か
な
が
ら
、
内
に
秘
め
た
意
志
の
強
さ
を
感
じ
ま
す
。
そ
の

う
え
潤
い
の
あ
る
和
ら
か
な
情
感
ま
で
も
感
得
さ
れ
、
夫
人
の
魅
力
を
十
分
に
表
出
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

し
た
。
習
作
の
レ
ベ
ル
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
味
わ
い
の
あ
る
作
品
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

谷　

吉
雄
（
石
川
県
白
山
市
）

遠
山
五
郎
《
夫
人
像
》

赤
い
シ
ャ
ン
タ
ユ
に
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
さ
れ
て

遠山五郎（とおやま・ごろう／ 1888 − 1928 年）
福岡生れ。1911年文展初入選、14年東京美術学校卒。同年渡米。19年ニュー
ヨークに学ぶ。20 − 22 年渡欧。ゲランに師事。仏官展に入選。22 年帝展
で特選。23 年光風会会員。中村彜の肖像画を描く。東京で没、40 歳。

遠山五郎《 夫人像 》
油彩・キャンバスボード　31.0 × 24.0cm　制作年不詳

Toyama Goro  Portrait of a Woman 
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近
代
詩
の
先
駆
者
で
あ
り
、
現
代
を
代
表
す
る
詩
人
と
し
て
の
西
脇
順
三
郎
は
識
っ
て
い
ま
し
た
が
、
絵
画

制
作
に
つ
い
て
は
、
戦
時
中
故
郷
の
小
千
谷
に
疎
開
し
て
い
た
時
に
水
彩
画
を
描
い
て
い
た
ぐ
ら
い
の
知
識
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
驚
い
た
こ
と
に
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
編
の
『
近
代
日
本
芸
術
家
列
伝
』
に
西
脇
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
西
脇
芸
術
の
全
体
像
に
お
け
る
画
家
と
し
て
の
側
面
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

文
学
（
詩
や
評
論
）
と
美
術
（
絵
）
が
お
互
い
影
響
し
合
っ
て
、
い
わ
ば
車
の
両
輪
の
よ
う
に
西
脇
芸
術
を
造

り
上
げ
て
い
た
と
の
評
価
で
し
た
。
さ
ら
に
、
よ
り
一
層
西
脇
に
意
識
が
向
か
い
は
じ
め
た
頃
、
純
粋
で
ス
ト

イ
ッ
ク
な
独
自
の
審
美
眼
で
蒐
め
ら
れ
た
珠
玉
の
作
品
を
世
に
問
わ
れ
た
、
Ｏ
氏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
Ⅱ
の
図
録

を
入
手
し
ま
し
た
。
こ
の
中
に
西
脇
の
油
彩
で
《
ス
モ
モ
》
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
ブ
ル
ー
を
基
調
と
し
た
透
明

で
詩
情
あ
ふ
れ
る
静
物
画
が
載
っ
て
お
り
、
記
憶
に
し
っ
か
り
焼
き
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
数
年
し
て

某
画
廊
の
販
売
カ
タ
ロ
グ
の
中
に
こ
の
絵
を
見
付
け
思
わ
ず
申
し
込
み
入
手
し
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は《
ス
モ
モ
》

と
同
じ
ブ
ル
ー
を
基
調
と
し
て
い
る
も
の
の
透
明
感
や
輝
き
は
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
作
品
に
も

象
徴
詩
人
と
し
て
の
豊
か
な
想
像
力
と
デ
ッ
サ
ン
の
確
か
さ
で
詩
情
を
し
っ
か
り
描
き
表
し
て
い
て
、
抑
制
が

効
い
た
ロ
マ
ン
の
香
り
高
い
作
品
に
仕
上
げ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

谷　

吉
雄
（
石
川
県
白
山
市
）

西
脇
順
三
郎
《
静
物
》

文
学
（
詩
）
と
視
覚
芸
術
の
融
合
を
体
現
し
た
人

西脇順三郎（にしわき・じゅんざぶろう／ 1894 − 1982 年）
新潟県生れ。藤島武二に師事。1917 年慶應義塾大学卒。渡英。文学活動を行
い、海外文学の紹介に努める。近代詩に足跡を残した。61 年日本芸術院会員。
71 年文化功労賞。詩人の余技をこえた絵画を制作した。新潟で没、88 歳。

西脇順三郎《 静物 》
油彩・キャンバスボード　38.0 × 45.5cm　制作年不詳

Nishiwaki Junzaburo  Still Life
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昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
の
日
中
戦
争
の
勃
発
か
ら
軍
の
招
集
で
多
く
の
画
家
が
従
軍
画
家
と
し
て
戦
地

に
向
か
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
写
真
と
は
ま
た
別
な
宣
伝
効
果
を
期
待
し
た
絵
画
を
描
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中

に
は
藤
田
嗣
治
、小
磯
良
平
な
ど
が
い
ま
し
た
。
二
〇
一
二
年
に
は
東
京
国
立
近
代
美
術
館
が
六
〇
周
年
を
迎
え
、

日
本
近
代
美
術
の
一
〇
〇
年
展
が
開
催
さ
れ
御
厨
純
一
は
藤
田
嗣
治
と
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
和
田

英
作
や
小
林
万
吾
ら
の
風
景
画
的
趣
向
に
依
り
な
が
ら
、
暗
く
重
み
の
あ
る
画
面
を
構
成
し
て
い
ま
す
。

高
木
巧
治
（
岡
山
県
勝
田
郡
勝
央
町
）

御
厨
純
一
《
風
景
》

海
軍
従
軍
画
家
と
し
て

御厨純一（みくりや・じゅんいち／ 1887 − 1948 年）
佐賀市生れ。白馬会第二研究所に通う。1912 年東京美術学校西洋画科卒。
20 年帝展に初入選。26 − 28 年渡仏。29 年第一美術協会会員。37 年海
洋美術会創立会員。従軍画家。東京で没、60 歳。

御厨純一《 風景 》
油彩・板　25.0 × 32.0cm　1924 年

Mikuriya Junichi  Landscape
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渡
欧
後
、
比
較
的
初
期
の
一
九
三
〇
年
頃
の
作
と
思
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
で
売
り
に
出
た
も
の
で
新
発
見
の
作
品

に
な
り
ま
す
。

　

季
節
は
春
で
し
ょ
う
か
？　

森
の
中
に
温
か
で
気
持
ち
の
良
い
春
風
が
吹
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

森
で
遊
ぶ
子
供
と
そ
れ
を
見
守
る
母
親
は
穏
や
か
な
森
の
空
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

滞
欧
期
の
水
彩
画
に
桜
を
描
い
た
《
春
》（
一
九
二
二
ー
三
九
年
頃
）
と
い
う
作
品
が
あ
り
ま
す
が
雰
囲
気
が
似
て

い
ま
す
。

　

そ
の
後
の
建
物
を
中
心
と
し
た
作
品
と
異
な
る
、
何
か
画
家
の
水
彩
画
に
通
じ
る
よ
う
な
伸
び
や
か
さ
と
幻
想
性

を
感
じ
ま
す
。
帰
国
後
、
森
の
木
の
中
に
分
け
入
り
森
の
本
質
を
つ
か
み
取
ろ
う
と
す
る
よ
う
な
風
景
画
を
残
し
ま

し
た
が
、
こ
の
作
品
は
反
対
に
俯
瞰
的
に
風
景
を
捉
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
森
と
い
う
同
じ
題
材
の
捉
え
方

の
違
い
が
私
の
興
味
を
そ
そ
り
ま
す
。

　

一
九
八
〇
年
に
銀
座
の
現
代
画
廊
で
開
催
さ
れ
た
遺
作
展
の
案
内
状
に
麻
生
三
郎
が
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
。

「
巴
里
で
描
い
て
い
た
風
景
も
そ
う
だ
が
日
本
で
の
仕
事
も
一
貫
し
て
太
い
骨
の
強
い
自
然
な
土
着
の
あ
る
絵
を
描
い

た
。
大
切
な
も
の
の
存
在
し
て
い
る
絵
だ
。
い
ま
、
原
さ
ん
の
展
を
開
く
と
い
う
こ
と
は
よ
い
こ
と
な
の
だ
。
忘
れ

て
は
な
ら
ぬ
も
の
に
気
が
つ
く
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
と
い
う
も
の
だ
」

　

原
勝
郎
と
い
う
優
れ
た
画
家
が
亡
く
な
っ
て
五
〇
年
（
二
〇
一
六
年
現
在
）、
麻
生
画
伯
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
再

び
展
覧
会
で
ま
と
ま
っ
た
作
品
を
見
た
い
、
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

田
村
和
司
（
京
都
府
宇
治
市
）

原　

勝
郎
《
森
の
中
の
母
子
》

画
家
の
感
性
を
描
い
た
絵

原　勝郎（はら・かつろう／ 1889 − 1966 年）
千葉県大網白里町生れ。葵橋洋画研究所に学ぶ。1918 年ハワイに渡り、20 年渡米、
22 年渡欧。24 年以降帰国する 39 年までサロン ･ ドートンヌ展に出品。42 年日動
画廊で個展。49 年新樹会会員。50 年木内克と北荘画廊で二人展。東京で没、77 歳。

原　勝郎《 森の中の母子 》
油彩・キャンバス　63.0 × 78.0cm　1930 年頃？

Hara Katsuro  Mother and Her Children in the Woods
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こ
の
絵
の
効
用
？
は
心
に
落
ち
着
き
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。
毎
日
、
時
間
に
追
わ
れ
あ
た
ふ
た

と
生
活
し
て
い
る
時
、
ふ
と
、
こ
の
絵
を
見
る
と
絵
が
語
り
か
け
て
き
ま
す
。

　
「
も
う
少
し
ゆ
っ
く
り
と
穏
や
か
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
」
と
。

　

亡
く
な
る
二
年
前
の
一
九
一
九
年
、
涼
花
三
二
歳
の
作
で
す
。
恐
ら
く
中
野
区
東
中
野
の
ア
ト
リ
エ
近
く
の

風
景
と
思
わ
れ
ま
す
。
人
に
見
せ
る
た
め
に
描
い
た
の
で
は
な
く
自
分
の
心
の
赴
く
ま
ま
に
筆
を
走
ら
せ
て
い

ま
す
。
そ
の
自
然
さ
が
た
ま
ら
な
く
好
き
で
す
。
平
凡
の
よ
う
で
非
凡
な
絵
と
思
い
ま
す
。

　

涼
花
の
ま
と
ま
っ
た
展
覧
会
は
一
九
三
六
年
の
遺
作
展
後
、
長
い
間
、
開
か
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
ま
り
に

も
残
さ
れ
た
作
品
が
少
な
い
こ
と
も
要
因
と
思
い
ま
す
が
、
二
〇
〇
二
年
「
川
上
涼
花
と
い
う
画
家
が
い
た　

萬
鉄
五
郎
、
岸
田
劉
生
、
川
上
涼
花
が
向
き
あ
っ
た
自
然
／
風
景
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
よ
く
ぞ

取
り
上
げ
て
く
れ
た
と
拍
手
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
図
録
に
は
、「
わ
ず
か
に
一
九
点
わ
か
っ
て
い
る
全

て
の
作
品
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
判
明
し
て
い
な
い
作
品
は
他
に
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
こ
の
作
品

が
二
〇
点
目
に
な
り
ま
す
。

　

涼
花
の
風
景
画
に
つ
い
て
書
か
れ
た
図
録
の
解
説
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
劉
生
、
萬
の
風
景
画
に
は
、
画
家
自
身
の
強
い
自
我
意
識
が
あ
る
。
対
象
に
挑
み
か
か
っ
て
い
く
よ
う
な
強

さ
が
あ
る
。
涼
花
は
自
然
に
挑
ま
ず
、ひ
た
す
ら
受
け
入
れ
る
こ
と
を
黙
々
と
つ
づ
け
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
」

　

涼
花
、
風
景
画
の
魅
力
で
す
。

田
村
和
司
（
京
都
府
宇
治
市
）

川
上
涼
花
《
風
景
》

静
か
な
生
の
境
地

川上涼花（かわかみ・りょうか／ 1887 − 1921 年）
東京生れ。1905 年太平洋画会研究所に学ぶ。1912 年ヒュウザン会（後の
フュウザン会）結成に参加。16 年斎藤与里らと日本美術家協会を創立。17
年二科展に初入選。21 年没、33 歳。

川上涼花《 風景 》
水彩・紙　30.0 × 44.0cm　1919 年

Kawakami Ryoka  Scenery
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広
幡
憲
は
こ
の
絵
を
一
九
四
八
年
に
描
き
、
そ
の
五
カ
月
後
に
逝
っ
て
し
ま
っ
た
。
享
年
三
七
歳
。
翌
年
の

一
九
四
九
年
に
遺
作
展
が
日
本
橋
・
北
荘
画
廊
で
開
催
さ
れ
、
そ
こ
の
主
で
あ
っ
た
菅
貢
氏
が
こ
の
作
品
を
買
い

取
っ
た
。
そ
し
て
三
六
年
経
っ
た
一
九
八
五
年
に
岩
本
昭
氏
（『
わ
た
し
流
美
術
館
』
の
著
者
）
が
菅
氏
か
ら
譲
り

受
け
、
そ
れ
を
私
が
一
三
年
間
の
懇
願
の
末
、
二
〇
〇
九
年
よ
う
や
く
入
手
で
き
た
の
で
あ
る
。
広
幡
と
は
ご
近

所
さ
ん
で
あ
っ
た
母
も
懐
か
し
が
っ
て
喜
ん
で
く
れ
た
。
人
は
広
幡
を
「
幻
の
抽
象
画
家
」
と
呼
ぶ
。
窪
島
誠
一

郎
氏
が
言
う
よ
う
に
夭
折
六
傑
（
村
山
槐
多
、
関
根
正
二
、
松
本
竣
介
、
靉
光
、
野
田
英
夫
、
広
幡
憲
）
の
一
人

で
あ
り
、
秋
田
市
立
千
秋
美
術
館
で
回
顧
展
が
開
催
さ
れ
た
二
〇
〇
二
年
現
在
で
確
認
さ
れ
て
い
る
作
品
は
わ
ず

か
二
一
点
、そ
の
う
ち
本
丸
の
抽
象
作
品
は
七
点
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
こ
の
《
浮
標
》
が
そ
の
中
の
一
点
で
あ
り
、

広
幡
独
自
の
純
粋
と
も
い
え
る
有
機
的
形
態
に
よ
る
抽
象
表
現
に
到
達
し
た
代
表
作
で
あ
っ
た
の
だ
。

　
《
浮
標
》
は
左
脳
と
右
脳
を
切
な
く
優
し
く
ス
テ
ィ
ミ
ュ
レ
イ
ト
し
て
く
れ
る
。
浮
い
て
い
る
標
と
は
、
自
ら
の

画
業
を
模
索
し
て
い
た
広
幡
の
心
境
で
あ
っ
た
ろ
う
。
擬
人
化
し
て
い
る
よ
う
な
独
自
の
有
機
的
な
形
態
は
広
幡

の
自
画
像
に
も
見
え
、
定
ま
ら
な
い
流
動
的
な
矢
印
も
ま
た
然
り
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
作
品
か
ら
感
じ
る
不
思

議
な
感
覚
、
窪
島
誠
一
郎
氏
は
薄う

す
に
び鈍

色
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
称
し
て
、
こ
の
よ
う
に
評
論
し
て
い
る
…
…
「
薄
鈍
色

と
は
雪
に
閉
ざ
さ
れ
た
地
方
の
人
が
、
春
が
来
る
か
来
な
い
か
の
こ
ろ
に
目
に
し
、
感
じ
る
色
。
そ
の
向
こ
う
に

は
黎
明
感
が
あ
る
。
何
か
切
な
く
て
苦
し
げ
な
も
の
を
画
肌
の
底
に
塗
り
込
め
た
よ
う
な
薄
鈍
色
の
光
が
、
広
幡

の
絵
の
奥
に
は
隠
さ
れ
て
い
る
」
と
。

平
園
賢
一
（
神
奈
川
県
平
塚
市
）

広
幡　

憲
《
浮
標
》

幻
の
抽
象
画
家
の
傑
作
が
今
、
よ
み
が
え
る
！

広幡　憲（ひろはた・けん／ 1911 − 1948 年）
秋田県生れ。日本大学中退。プロレタリア美術研究所に学ぶ。藤田嗣治の助手
を務める。1937 年二科展に初入選。39 年絶対象派協会結成に参加。九室会
に参加。46 年二科会特待。同年、自由美術家協会に出品。立川で没、37 歳。

広幡　憲《 浮標 》
油彩・キャンバス　24.3 × 33.4cm　1948 年

Hirohata Ken  A Buoy
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吉
岡
憲
は
、
洲
之
内
徹
『
気
ま
ぐ
れ
美
術
館
』
が
発
掘
顕
彰
し
た
作
家
の
一
人
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
物
故

コ
レ
ク
タ
ー
の
多
く
が
一
度
は
吉
岡
熱
に
う
な
さ
れ
る
。
そ
の
熱
を
下
げ
る
に
は
作
品
を
ゲ
ッ
ト
す
る
し
か
な

い
が
、
そ
う
は
う
ま
く
は
い
か
な
い
。
二
〇
〇
三
年
夏
、
遺
族
・
関
係
者
の
執
念
で
旧
い
の
は
画
廊
（
神
保
町
）

で
待
望
の
「
吉
岡
憲
の
画
業
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
絵
は
展
覧
会
を
開
催
す
る
際
に
画
廊
主
の
猪
羽
さ
ん

が
某
家
で
新
発
見
し
た
伝
説
の
傑
作
で
あ
る
。
吉
岡
は
一
九
五
六
年
に
四
〇
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
の
で
、

回
顧
展
ま
で
四
七
年
の
歳
月
が
経
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
吉
岡
ほ
ど
の
実
力
者
で
す
ら
こ
の
あ
り
さ
ま

で
あ
る
。
図
録
の
中
で
窪
島
誠
一
郎
氏
は
「
吉
岡
憲
の
持
っ
て
い
た
そ
の
時
代
性
、
そ
の
淡
色
と
濃
色
と
が
巧

み
に
入
り
混
じ
っ
た
底
光
り
の
す
る
不
思
議
な
色
彩
と
画
肌
、
余
人
を
寄
せ
付
け
な
い
ス
ピ
ー
ド
感
と
対
象
把

握
に
優
れ
た
デ
ッ
サ
ン
に
は
、
あ
の
時
代
性
で
な
け
れ
ば
描
け
な
か
っ
た
懐
か
し
い
絵
の
匂
い
が
あ
る
。
時
流

に
お
も
ね
ら
ず
、
自
我
を
ま
げ
ず
、
貧
苦
を
い
と
わ
ず
、
た
だ
脇
目
も
ふ
ら
ず
画
布
の
上
に
お
け
る
孤
独
な
自

己
表
現
を
目
指
し
た
融
通
の
き
か
な
さ
こ
そ
が
、
吉
岡
憲
の
よ
う
な
真
の
意
味
で
の
日
本
的
洋
画
家
を
生
み
出

し
た
源
泉
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
絵
の
モ
デ
ル
は
夫
人
の
菊

さ
ん
で
あ
る
。
こ
の
回
顧
展
を
病
床
で
聞
い
た
菊
夫
人
は
喜
ば
れ
、
会
期
中
に
永
眠
さ
れ
た
と
い
う
。
合
掌
。

平
園
賢
一
（
神
奈
川
県
平
塚
市
）

吉
岡　

憲
《
煮
も
の
》

名
品
！　

吉
岡
憲
の
す
べ
て
が
こ
の
一
枚
に
あ
る

吉岡　憲（よしおか・けん／ 1915 − 1956 年）
東京生れ。川端画学校に学ぶ。1935 年ハルピンに滞在。聖ウラジミール専
門学校卒。39 年帰国。43 年独立展で独立賞。48 年独立美術協会員。49
年日本大学芸術学部講師。東京で没、40 歳。

吉岡　憲《 煮もの 》
油彩・キャンバス　72.7 × 60.6cm　1951 年

Yoshioka Ken  Cooking Food


